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　雪景
1911（明治44）年～1966（昭和41）年
旭川生まれ。
1938（昭和13）年の作品。油彩・キャンバス（130.3×97.0㎝）。

　1911年旭川に生まれ、幼少の頃に釧路へ転居し絵を描くよ
うになる。1930年代から彩管を揮い道展、独立展などで作品
を発表した。その後、1944年病気（結核）療養のために帯広
に転居するが、制作活動は意欲的に取り組み続けた。1956年
新道展創立会員となる。1966年結核により55歳の生涯を閉じ
た。長い間の療養生活で内面表現と向き合い続け、具象から

抽象表現へと新しい独自の境地を広げ描き続けた。周囲には
その姿に影響を受けた画家たちが集い、北海道美術の発展に
大きく寄与した。
　　　　　　　　　　◇　　　◇　　　◇
　厳冬の雪景色の印象を建物と雪の対比で表現している。凍
てつく寒さが続く日々、窓も閉ざされ、家の中に閉じこもり
がちで気分も晴れないイメージを、建物の厚みのあるタッチ
と暗い色彩で表している。雪花や氷花が輝く白銀の世界を、
白と合わせて薄いピンク系、クリーム色系で表し、画面全体
を何度も重ねて描いている雪の質感は、自然の包容力を感じ
させる。色彩の明暗やタッチの剛柔で冬の寒さと雪の美しさ
を際立たせている。

写真・資料提供：北海道立旭川美術館
（旭川市常磐公園内　0166-25-2577）
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